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「応援します！！ あなたの農業」

福島県農業振興公社だより

福島県主催の就農相談イベント「ふくしま
農業人フェア」が、今年も10月29日の県北地
域（福島市）を手始めに県内４会場で開催さ
れています。（最終開催：12月17日いわき市）

このフェアに、当公社の就農支援センター
が今年度、新たに設置された「福島県農業経
営・就農支援センター」の構成員として出展
し、これから福島県の農業をリードしていく
担い手の確保・育成を図るための相談活動を
行っており、各会場において、農業法人や農
業関係機関・団体など、20を超える相談ブー
スが出展し、就農支援制度や雇用情報等新規
就農に関する様々な相談に対応しています。
各会場とも、「センター」では20組以上の

相談を受けていますが、今年の傾向として、
30歳代後半以降の来場者の方々が多く、転職
による就農や定年近くでの就農を相談する
方々から、
・「農業を始めたいが、何から始めれば良い
のか？」

・「就農のための農地はどうすればよいの
か？」

・「就農する際に活用できる支援策は？」
などの相談をいただいています。
いただいた相談につきましては、各関係機

関・団体と連携・協力しながら、内容に応じ
てサポートしていきます。
今後とも、就農に関する相談は随時受け付

けていますので、就農に興味のある方は、お

気軽に、当公社（就農支援センター）のHPか
らメール相談、または電話等でご相談くださ
い。

（県北会場 ～福島市）

（県中会場 ～郡山市）
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キビタンＣ福島県

令和5年度「ふくしま農業人フェア」
を開催しています！



農林水産省主催による「農業参入フェア
2023」が、10月24日に東京都の東京国際
フォーラム、11月 2日に大阪府のグラン
キューブ大阪にて開催されました。
このフェアは農業分野への参入に関心のあ

る企業を対象として、全国の都道府県や農地
中間管理機構、農業関係団体などがブースを
出展し、各種支援制度や農地の確保等につい
ての相談に対応するものです。
昨年に引き続き、多くの企業担当者の方が

来場し、農業分野の盛り上がりを感じるイベ
ントとなりました。

（セミナー会場の様子）

会場では相談ブースの他にも、農業参入に
関するセミナーや事例紹介が行われ、参加者

は熱心に耳を傾けていました。
当公社も県内の関係機関・団体とともに相

談ブースを出展し、福島県の農業の魅力をPR
しながら、県内への農業参入に意欲的な企業
からの相談を多数いただきました。会津、中
通り地域はもちろん、浜通り地域、特に被災
地域への参入に関心のある企業も多かったこ
とから、着実な復興に繋がることを期待して
います。

（福島県ブースの様子）

当公社では、引き続き関係機関・団体と連
携し、県内への農業参入希望者や新規就農希
望者を支援してまいりますので、お気軽にご
相談ください。
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原子力被災12市町村農地中間管理事業連絡調整会議を開催
～営農再開加速化に向け連携を強化～

集積推進課・被災地域対策室

11月22日に楢葉町コミュニティーセンター
にて、「原子力被災12市町村農地中間管理事
業連絡調整会議」を開催しました。
この会議は、原子力被災12市町村における

農地中間管理事業を活用した農地集積・集約
化の加速化を目的として、関係機関・団体の
情報共有などを行うものです。
会議では、市町村をはじめ、多数の関係者

の皆様に御参加いただき、共有者不明農地の
取扱いなどに関する情報を共有するとともに、
各市町村が抱える農地中間管理事業推進上の
諸課題に対して、意見交換を行いました。
また、会議には東北農政局にも御出席を頂

き、今般の農業経営基盤強化促進法等改正を
受けての被災12市町村における農地中間管
理事業の推進や機構集積協力金など各種関係
事業について御説明を頂きました。
今後も本会議等を通じて、原子力被災12市

町村の営農再開に向けた関係機関・団体の連
携強化を図ってまいります。今後とも関係す
る皆様の御協力をお願いします。

（会議の様子）

福島県への農業参入を促進
～農業参入フェア2023が開催～



「福島県農業経営・就農支援センター」が本格的に始動しました!

本年４月、福島市の県自治会館一階に、県と
３農業関係団体が連携し、「福島県農業経営・
就農支援センター」がワンフロア・ワンストッ
プ体制でスタートしました。農業者等からの
様々な相談への対応業務を行っており、当公社
は、その事務局機能を担っています。
センター発足以来、１０月末までの７ヶ月間

で、相談は計７６０件(前年対比１７９％)

に上っており、そのうち、新規就農関連が５２
８件、農業経営全般に係るものが１９７件など
となっています。
センターでは、来訪された相談者への対応ば

かりではなく、県農林事務所に設けられた7カ所
のサテライトでの受付、さらには、様々な県内
外で開催されるイベントへ「お出掛け相談コー
ナー」を設置するなどの取組も展開しています。
本年度後半には、県と当センターが共催し、

就農促進のためのセミナーも開催する予定です
ので、本ニュースをご覧の読者の皆さん、今後
とも、当センターをお気軽にご活用ください。
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就農支援センター

私は、平成２８年４月から農地バンクの県南
地域マネージャーとして、白河市をはじめ1市4
町4村の市町村担当職員の方々と連携しながら、
農地中間管理事業を活用した農地集積・集約化
の推進をお手伝いしています。
最近は、特に大きな活動として、泉崎村の原

地区において、農地中間管理機構関連農地整備
事業の実施を契機とし、「地域まるっと中間管
理方式」を採用した一般社団法人「原ドリーム
コミュニティ」の設立と、事業対象となる農地
約１１９ha全てを同法人が地区の担い手として
借り受ける利用権設定のサポートを行いました。
この地域の取組は、ほ場整備事業をきっかけ

に、地域の方々が課題に向き合い、解決への方
向性について、話合いを重ねることにより合意
形成していった点が、成果に結びついたものと
考えています。
地域農業を取り巻く情勢が大変厳しくなる中、

新規就農者を含めた担い手の確保及び農用地の
効率的かつ総合的な利用を図っていくことが重
要となっています。
このため、地域における農業の将来の在り方

等を明確化する地域計画の策定に当たっては、

県や各市町村と連携し、地域が抱える具体的な
課題を少しでも解決できるようサポートしてい
くという視点を大切にしてまいりたいと思って
おりますので、今後とも引き続きどうぞよろし
くお願いいたします。

（調印会にて契約内容の説明を行う添田ＭＧ）

農地バンクの現場から

【県政広報番組おしえてキビタン
「福島県で農業しよう！」】

【福島県しごと＆くらしフェア(10/1東京都)
での相談対応～中央ブース～】

福島県農地中間管理機構
県南拠点
地域マネージャー

添田 末次



「大好きな牛とともに
この地で」

二本松市 渡邉 大介

二本松市岳地区で酪農家としての道を歩み
はじめ３年目をむかえようとしています。
高校卒業とともに地元の牧場に就職。約４

年間、雇用就農として従事しましたが、大変
さもあって、一旦は別の仕事も経験しました。
しかし、やはり自分にとってやりたいこと、

やりがいのある仕事は何かを考えたとき、大
好きな牛を相手にできる酪農ヘルパーとして、
もう一度酪農に携わることにしました。
約１１年間、酪農ヘルパーとして様々な農

家さんと関わり、経験を深めていく中で、自
分も酪農家として牧場を経営したいというか
ねてからの夢がより強くなっていたころ、利
用いただいていた農家さんが、健康面の不安
から離農することとなり、その経営を承継さ
せていただくこととなりました。
若い人が新規で酪農家として就農するのは、

初期投資の面でもとてもハードルが高いです
が、青年等就農資金も活用して、牛、施設な
どを含め一体的に経営を引き継ぐことができ
ました。
牧草地の借受けについては、就農相談の際

に勧められたこともあり、１年目から農地中
間管理事業を利用しています。粗飼料につい
ては１００％自給できており、飼料代や農業
資材、光熱水費など様々なものが高騰する昨
今の状況においては、経営面で非常に大きな
メリットとなっています。
現在、牧草地は約２７㏊借受けていますが、

そのうち約２０㏊を農地中間管理事業で借り
ています。何といっても、毎年の賃借料精算
を農地バンクがやってくれますので、その点

は非常に助かっています。更に、ご近所さん
から草地を引き受けてほしいとの声がありま
すので、その際も、積極的に農地中間管理事
業を利用する予定です。
岳地区も、畜産農家の高齢化が進み、離農

される方がどんどん増えていて、自分のよう
な若い世代は今後さらに貴重な存在になって
きます。はじめに譲り受けた乳牛は２５頭で、
現在は３０頭です。将来的には、乳牛を５０
頭くらいに増やすことを目標としています。
物価高騰に加え、近年は、夏の猛暑により

牛の熱中症対策にも気を配らなければならな
かったりと、大変なことも多いですが、地区
の酪農を守っていくためにこれからも頑張っ
ていきたいと思います。

編集後記
北風木の葉を払う季節。夏の日差しは遠くな

り、夕暮れを黄色く染めている。
勢い勇んで始まった私の2023年も、気付けば

変わらぬ年の瀬を迎えようとしている。するす
る流れていった今年を思い、家路の途中に少し
うつむく。これも思えば恒例である。
これではいけない。何もなかった今年は、つ

つがなく過ごせたということで良しとしよう。
顔を上げて年を越え、迎えた春に希望を謳おう。
少年老い易く学成り難し。足踏みしている時間
はないのだ。

来年への期待を胸に、今日は早く帰って、ご
飯を食べて寝る。これである。そして明日から
頑張ることにしよう。夕暮れの寒空に金色の陽
が差している。来年はいい年になりそうだ。

（渡邉 純平）

あて先 〒960-8681
福島市中町８番２号 福島県自治会館８階
公益財団法人福島県農業振興公社 総務企画課
ＴＥＬ 024(521)9834 ＦＡＸ 024(521)8277
ＵＲＬ https://www.fnk.or.jp
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